
物 理

Ⅰ 図1のように，段差のある水平でなめらかな床があり，段に接するように質量

mA〔kg〕の台 Aが静止している。Aは段差と同じ高さを持ち，その上面はあらい水

平面である。右向きに速さ v0〔m・s－1〕で動く質量 mB〔kg〕の物体 Bを Aの上面にす

べりこませたところ，Aが右向きに動きだし，Bはやがて Aに対して静止した。空

気の抵抗は無視し，重力加速度の大きさを g〔m・s－2〕として，つぎのおのおのを求

めなさい。

⑴ Aに乗る前の，Bの運動量の大きさ。

⑵ Bが Aに乗り移った後に，Aが床から受ける垂直抗力の大きさ。

⑶ Bが Aに対して静止したときの，Aと Bの床に対する右向きの速さ。

⑷ この一連の運動によって失われた力学的エネルギー。
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Ⅱ 小型スピーカーと小型マイクが0．50m離れて設置されており，スピーカーから

は振動数50kHzの超音波が出ている。また，スピーカーからマイクに向かって風

速 v〔m・s－1〕の風が吹いている。風がないときの空気中の音速は v0〔m・s－1〕であ

り，v ＜ v0として，つぎのおのおのを求めなさい。

⑴ 風がないときの，この超音波の波長。

⑵ 風が吹いているときの，スピーカーからマイクに向かう超音波の波長。

⑶ 風が吹いているときの，マイクがとらえる超音波の振動数。

⑷ 風が吹いているときの，超音波がスピーカーからマイクに伝わるのにかかる

時間。
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Ⅲ 図2のように，横1．6m，縦1．2mの長方形の各頂点 A，B，C，Dに，それぞ

れ＋6．0×10－8C，－7．0×10－8C，＋6．0×10－8C，－5．0×10－8Cの電気量を

もつ点電荷を置いた。クーロンの法則の比例定数を9．0×109N・m2・C－2とし，電

位の基準を無限遠として，この長方形の中心 Oにおける，つぎのおのおのを求め

なさい。

⑴ Aの点電荷による電場の強さ。

⑵ Aと Cの点電荷による合成電場の強さ。

⑶ すべての点電荷による合成電場の強さ。

⑷ 電位。
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